
仮想ＰＪ見谷ビル新築工事における

ＢＩＭ活用による基礎工事の施工効率化の試行

令和４年 ７月６日 制作

令和３年度 ＢＩＭを活用した建築生産・維持管理プロセス円滑化モデル事業
（中小事業者ＢＩＭ試行型）



基礎工事に限定した仮想ＰＪでの活用の試行
目に見える効果や実感を伴う、実利のある活用方法を模索、検証する内容としました。



自動処理

データ変換データ変換

空撮合成

自動図面化

自動集計

成果物

ICT重機連動

施工計画パース

基礎施工図

数量表

AR機器連動

業務への直接利用

実利のある効果

半自動掘削作業

施工検討打合せ

現場管理

積算

モデル投影確認

整合性の確保

意思疎通

重機操作の省力化

体感・共感

BIM活用効果検証ダイアグラム

施工納まり確認

検査

作業時間の短縮

手入力ミス回避

機械選定

工期設定

数量の信頼性確保

作業時間の短縮

手入力ミス回避

進捗状況把握

施工シミュレーション

意思疎通

早期問題発見

周辺との関係性把握

早期問題発見

人為的ミスの回避

工期短縮

相番作業の省力化

1つの
BIMモデル

源

実利のある活用が目標

中心の一つのＢＩＭモデルを源に放射状に活用が広がる構図で、変換や
自動処理を経て様々な成果物を作り出し、直接的に作業や業務に利用
する事で実利のある効果をもたらします。



複数社でのチームによる共同モデル事業

轟建設
コマツ

見谷組

福井コンピュータ

コマツ 轟建設

福井コンピュータ

見谷組

コンソーシアム会議の様子 現場実証ミーティングの様子

ゼネコン(見谷組)と土工事会社(轟建設)を共同事業者とし、ＢＩＭソフトメーカー（福井コンピュータアーキテクト）と
建機メーカー（コマツサービスエース）の協力のもとで事業を進めました。



[GLM形式] [GLCM形式]

[LandXML形式]

① 基礎BIMモデル ② 掘削BIMモデル

③ ICT重機入力データ

ＢＩＭデータとＩＣＴ建機と連携

データ変換

④ ICT建機へ送信

BIMデータの変換による連携の流れ
①設計BIM→②施工BIM→③ICTデータ→④ICT建機



ＩＣＴと従来との掘削作業の比較
ICT建機での半自動掘削 従来建機での掘削

重機の周囲に人がいない為、安全

監視員のみでよい

ICT重機が自動で掘削位置と深さを認識する。

重機と作業員が接近する

掘削位置出し要員が必要

作業員が測量機器を使って掘削位置と
深さを指示する。

比較検証

従来掘削とICT掘削の両方を同じ条件で実践し比較

ICT掘削は重機の近くに作業員を
配置しなくてよいので安全性にも
効果がありました。



現場に実物大の基礎モデルをＡＲ投影

投影前（iPad) A R投影（iPad)

ホロレンズ２

iPad

QRコードを視認してモデル
を読み込み、AR投影する

ホロレンズ２を装着した視界

近未来的な試みを体感しました。



ＢＩＭ連携でのＩＣＴ半自動掘削の出来形確認

掘削完了後に実測確認

掘削精度に改善の余地はあったが実用は可能。



ＩＣＴ建機の機能を用いた応用

オフセット機能を用いた砕石敷き

梁下砕石敷き

ベース下砕石敷き

ICT建機のオフセット機能を活用する事で掘削だけでなく
砕石敷き込みも可能であった。
この他にも掘削完了部を色で識別できる機能もある。



ＢＩＭとＩＣＴ建機の連携の検証結果

ＢＩＭデータを利用したＩＣＴ掘削を実践できた。

今後のＩＣＴ施工の普及にＢＩＭが必要となる。

今回の検証結果としては、BIMデータを形式変換して、ICT施工に活用できることが証明されました。
昨今のICT施工の普及促進において、BIMとの連携は今後、欠かせないものになると考えます。



協力会社とのＢＩＭ連携にチャレンジ

電気工事会社

設備工事会社

躯体工事会社 建具工事会社

外装工事会社土工事会社

仮設工事会社

ﾕﾆｯﾄ工事会社

内装工事会社

ＥＶ工事会社

ゼネコン連携中

今後は様々な工種でのBIM連携を模索します。


